
民家園で行われた小正月の行事「だんご
さし」より。冬らしく雪が舞う中、訪れた子
どもたちは思い思いの大きさに仕上げた
紅白のだんごを、気持ちを込めて枝に挿
し飾りました。
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6 宮畑遺跡史跡公園 
じょーもぴあ宮畑 部分開放開始

特　集
福島市民家園巡り 8 インフォメーション

●宮畑ミステリー大賞
　　　　　　　開催決定!
●宮畑ミステリー大賞関連事業
　「宮畑公開講座」

じょーもぴあ宮畑まつり開催！

「だんごさし」

撮影地：民家園（平成25年1月14日）
撮影者コメント：

撮　影：佐久間  智之 さん
（平成25年度市民カメラマン）

表紙紹介

No.17 2014年 冬号

（フェイスブック）（ツイッター）（ユー・チューブ）

〒960−8601 福島市五老内町3−1
☎024−525−3710　　 024−536−9828
E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

生きた文化に触れる
小さな冬の旅

宮畑公開講座
福島テルサ FTホール

岡村道雄さん （奥松島縄文村歴史資料館名誉館長）
岡田康博さん （青森県教育庁文化財保護課長）

宮畑ミステリー大賞テーマ！ 
～直径90cmの柱と47.82％の焼けた家～

●縄文人とその精神文化
●宮畑ミステリー大賞のテーマは
　　本当にミステリーなのか？　なぜミステリーなのか？
●全国の縄文ミステリー

2月2日（日）午後2～4時
入場
無料

（福島市上町4番25号）

◆ 対談者

◆ テーマ

◆ 内　容
日時

会場

宮畑縄文人が残した‘２つの謎’をテーマにした
小説・漫画を募集する「宮畑ミステリー大賞」を
平成26年4月から開始します。

募集作品

審査員（予定）

「宮畑遺跡の謎」に基づく小説および漫画
　・謎 その１：直径90㎝の巨大な柱（縄文時代晩期）
　・謎 その２：47.82％の焼かれた家（縄文時代中期）
ミステリー、ＳＦ、ファンタジー、ライトノベルなどジャンルは問いません。
【小説の文字数】400字詰原稿用紙 100枚（40,000字）以内、下限なし
【漫画の頁数】32頁以内

佐藤Ｂ作さん（俳優）
佐藤秀峰さん（漫画家）
清水克衛さん（書店「読書のすすめ」代表、本のソムリエ）

表彰
最優秀賞（1点） 賞金、縄文土器カップ、福島市特産物
優秀賞（2点） 縄文土器カップ、福島市特産物
特別賞（数点） 縄文土器カップ、福島市特産物

その他
受賞作品は、株式会社現代書林の協賛により、単行本で出版します。
※詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページ（総合トップ→
　募集内「宮畑ミステリー大賞開催決定！」）をご覧ください。

問／文化課　☎024-525-3785

開 催 決 定 ！

写真は復元された直径90セ
ンチメートルの柱を使った掘
立柱建物です。
1本の柱の重さは3トンを超
えます

屋根に載っていた土が火事で
赤い土となり家一面を埋めて
います

▲[謎 その1]  巨大な柱

◀[謎 その2]  焼かれた家

審査の基準は「おもしろさ」のみ！
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2旧奈良輪家

3元客自軒

旧阿部家

橋銭小屋

旧菅野家

旧馬場家

旧渡辺家

ばったら小屋

旧佐久間家板倉

はねつるべ井戸

旧小野家

車井戸

展示館

出入口

火の見やぐら
ポンプ小 屋

屋敷神

旧筧家

便　所
風呂場

御休所
（食堂）

旧赤間家
板倉

1旧広瀬座 　
昭
和
57（
1
9
8
2
）年
に
開
園
し
た
福

島
市
民
家
園
（
入
園
無
料
）
は
、
四
季
を

通
し
て
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
親
し
ま
れ

て
い
る
施
設
で
す
。
祖
先
の
暮
ら
し
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
若
い

人
や
子
ど
も
た
ち
に
も
学
び
の
場
に
な
る

よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
開
園
し
ま

し
た
。

　
荒
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
松
林
の

中
に
佇
む
建
物
群
は
20
棟
あ
り
、
養
蚕
農

家
や
宿
場
町
の
宿
屋
な
ど
、
県
北
地
方
を

中
心
と
し
た
特
色
の
あ
る
建
物
を
自
由
に

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
曲
が
っ
た

柱
や
梁
、
踏
み
固
め
ら
れ
た
土
間
な
ど
、

当
時
の
ま
ま
の
建
物
内
部
に
は
、
生
活
用

具
や
生
産
用
具
も
再
現
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
民
家
の
周
り
に
は
、
井
戸
や

風
呂
場
、
板
倉
、
火
の
見
や
ぐ
ら
、
屋
敷

神
な
ど
、
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
分
か
る
よ

う
に
再
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
歩
い
て
い

る
う
ち
に
、
昔
の
福
島
市
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
す
。

　
市
内
の
建
造
物
と
し
て
初
の
国
指
定
重

要
文
化
財
と
な
っ
た
「
旧
広
瀬
座
」
は
、

舞
台
中
央
に
人
力
で
回
転
す
る
回
り
舞

台
、
そ
の
床
下
に
は
奈
落
も
あ
る
明
治
時

代
の
芝
居
小
屋
で
す
。
広
大
な
敷
地
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
る
旧
奈
良
輪
家
は
、
18
世
紀

中
頃
の
建
築
と
さ
れ
る
住
宅
で
、
奥
の

「
座
敷
」
の
列
が
多
い
ほ
か
「
と
お
り
の

ま
」
や
広
い
「
に
わ（
土
間
）」
が
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。
料
亭
「
元
客
自
軒
」
も
民

家
園
を
代
表
す
る
建
物
の
一
つ
で
す
。
明

治
中
期
に
、
福
島
の
自
由
民
権
運
動
の
中

心
人
物
、
河
野
広
中
が
当
時
の
所
有
者
の

求
め
に
応
じ
紅
葉
館
と
命
名
し
ま
し

た
。
こ
の
建
物
は
、
昭
和
時
代
ま
で

下
宿
屋
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
家
屋
が
建
て
ら
れ
た
時
代
や
歴
史

な
ど
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
巡
る
と
散

策
も
よ
り
深
く
心
に
残
り
ま
す
ね
。

生
き
た
文
化
に
触
れ
る

小
さ
な
冬
の
旅

　福
島
市
民
家
園
は
、江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
民

家
や
芝
居
小
屋
、商
人
宿
、料
亭
な
ど
が
移
築
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　い
つ
も
す
が
す
が
し
く
掃
き
清
め
ら
れ
た
民
家
の
前
に
立
つ
と

中
か
ら
主
が
出
迎
え
て
く
れ
そ
う
な
ほ
ど
生
活
感
に
溢
れ
て
い
ま

す
。か
つ
て
私
た
ち
の
先
祖
が
周
り
の
自
然
に
心
か
ら
感
謝
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
伝
わって
き
ま
す
。

　現
在
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
地
域
に
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
の

再
現
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
へ
の
感
謝
と
畏
敬
の

念
を
大
切
に
暮
ら
し
て
い

た
祖
先
の「
生
き
方―

生

活
の
技
術―

」
を
体
験

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
巡
れ
ば

素
朴
な
昔
の
暮
ら
し
が

深
く
心
に
染
み
入
り
ま
す

福島市民家園巡り「生きた文化に触れる小さな冬の旅」特集

福
島
市
民
家
園
巡
り

2
旧
奈
良
輪
家

1
旧
広
瀬
座

3
元
客
自
軒（
旧
紅
葉
館
）

―

福
島
県
指
定
重
要
文
化
財―
―

国
指
定
重
要
文
化
財―

―

福
島
市
指
定
有
形
文
化
財―

特集

た
た
ず

は
り

か
く
じ
け
ん

ざ
し
き

か
く

じ

け
ん

い
け
い

あ
る
じ

あ
ふ

18世紀中頃の建築とされる上層農民層の住居です。にわ（土
間）が広く、奥に一部屋の座敷があるのが特徴です。側面と背
面が厚い土壁で開口部が閉鎖的、上屋柱が計15本も現（あら
わ）し※になっているなど古い民家の要素を保つ建物です。
※柱や梁などの構造材が見える状態で仕上げる手法

明治20（1887）年頃、一大娯楽施設として建てられた芝居
小屋です。舞台中央に人力で回転する回り舞台、その床下
に奈落があります。楽屋の板壁には、当時来演した役者たち
の落書きが多数残されています。現在も年に数回、公演会場
として使われています。

慶応４（1868）年に起きた世良修蔵暗殺事件の重要な舞台
となったことで知られる元客自軒は、幕末から明治初期にか
けて市内北町に所在した割烹旅館でした。

▲囲炉裏を囲んで、
年中行事の説明を聞く参加者
　撮影：市民カメラマン 加藤秀雄さん

▲囲炉裏を囲んで、
年中行事の説明を聞く参加者
　撮影：市民カメラマン 加藤秀雄さん
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民
家
園
の
魅
力
を
「
祖
先
と
の
語
ら
い

の
場
。
今
こ
こ
に
い
る
自
分
の
拠
り
所
」

と
話
す
の
は
、
年
中
行
事
の
再
現
や
体
験

行
事
な
ど
に
協
力
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
民
家
園
の
つ

ど
い
」
の
会
長
太
田
隆
夫
さ

ん
で
す
。
「
板
張
り
の
床
、

黒
く
す
す
け
た
柱
、
か
ま
ど

な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
の
で
、
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
先
人
の
暮
ら
し
の
繰
り

返
し
の
中
に
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
」

　
メ
ン
バ
ー
は
、
約
1
0
0

人
。
太
田
さ
ん
た
ち
は
、
移

築
復
元
さ
れ
た
民
家
を
会
場
に
、
年
中
行

事
や
体
験
行
事
を
通
し
て
先
人
た
ち
の
生

活
の
知
恵
や
技
術
、
そ
れ
ら
に
込
め
ら
れ

た
願
い
な
ど
を
若
い
お
母
さ
ん
や
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
囲
炉
裏
で
火
を
焚
く
と
子
ど
も
た
ち

は
び
っ
く
り
し
ま
す
。
今
は
、
家
の
中
で

火
を
焚
く
な
ん
て
こ
と
し
ま
せ
ん
か
ら

ね
。
囲
炉
裏
の
火
は
、
灯
り

に
も
な
っ
た
し
、
こ
こ
で
煮

炊
き
も
し
ま
し
た
。
燻
煙
は

茅
葺
き
屋
根
の
防
虫
、
防
腐

対
策
に
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
き
ち
ん
と
管
理
し
な
い
と

火
事
に
な
り
ま
す
。
火
に

は
、
い
い
面
と
怖
い
面
が
あ

り
ま
す
。
『
み
ん
な
の
ご
先
祖
様
は
、
そ

の
両
方
を
分
か
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
ん
だ

よ
』
と
話
す
と
子
ど
も
た
ち
は
、
素
直
に

納
得
し
て
く
れ
ま
す
」

　
そ
の
土
地
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

人
々
の
間
に
共
通
の
理
解
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
年
中
行
事
に
は
、
自
然
へ
の
畏
怖

や
祖
先
へ
の
感
謝
が
根
源
に
あ
り
、
そ
こ

に
は
深
い
祈
り
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
自
然
も
人
も
全
て
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
る
ほ
か
に
、
仲
良
く
暮
ら

す
た
め
の
知
恵
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
繰
り
返
し
な
が
ら
、
時
を
積
み
重
ね
た

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
残
っ

て
い
て
、
本
来
の
意
味
を
知
る
と
『
な
る

ほ
ど
』
と
納
得
で
き
る
ん
で

す
」

　
1
月
上
旬
、
民
家
園
で
は

「
小
正
月
」
の
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
翌
月
は
「
節
分
」
、

さ
ら
に
「
ひ
な
ま
つ
り
」
と

続
き
ま
す
。
そ
の
節
ご
と
の

先
人
の
知
恵
に
触
れ
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
各
行
事
で
、
す

が
す
が
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト

を
発
見
し
、
拾
い
あ
げ
て
新

し
い
年
を
心
豊
か
に
暮
ら
し

ま
せ
ん
か
。

問い合わせ／☎024-593-5249
開園時間／午前9時30分～午後4時　※入園料無料 
休 園 日／毎週火曜日（火曜日が祝祭日の場合はその翌日が休園日）

年末年始（12月28日～１月4日） 
交　　通／・ JR福島駅からタクシーで約25分
 ・ JR福島駅から福島交通バス（佐原行き）「室石」下車、徒歩約8分

【平日：約5本、休日：約9本】。詳しくは福島交通 ☎024-535-4101
にお問い合わせください。

 ・ 東北自動車道福島西ICから車で約10分
周　　辺／飯坂温泉観光協会　☎024-542-4241 
温泉情報　土湯温泉観光協会　☎024-595-2217
　　　　　高湯温泉観光協会　☎024-591-1125

※詳しくはお問い合わせください

今
こ
こ
に
い
る

　自
分
の
拠
り
所

よ

年
中
行
事
の
体
験
を
通
し
て

先
人
の
知
恵
や
技
術
を
伝
え
る

仲
良
く
暮
ら
す
た
め
の
知
恵
を

伝
え
る
役
目
も
あ
っ
た
年
中
行
事

福島市民家園 福島市上名倉字大石前地内（あづま総合運動公園内）

福島市民家園巡り「生きた文化に触れる小さな冬の旅」特集

①
小
正
月（一月
上
旬
）

②
節
分（一月
下
旬
か
ら
二
月
初
め
）

③
ひ
な
ま
つ
り（
二
月
下
旬
〜
三
月
初
め
）

④
田
植
え（
五
月
下
旬
）

⑤
た
な
ば
た（
七
月
上
旬
）

季
刊
誌「
板
木
03
」

　
　
　
　  

発
売
中

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
民
家
園
の
つ
ど
い
」

会
　長

太
田 

隆
夫 

さ
ん

福
島
で
行
わ
れ
て
き
た
年
中
行
事

や
民
俗
資
料（
民
具
）に
つ
い
て
、分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

※
民
家
園
の

　運
営
費
に

　充
て
ら
れ

　ま
す
。

福
島
駅

荒川

高湯街道

国道115号

福
島
西
道
路（
国
道
13
号
）

東
北
自
動
車
道

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

J
R
東
北
本
線 至

国
道
4
号

福島西IC

至仙台 至仙台至米沢
至飯坂温泉
車で約35分

吾妻の駅
ここら

あづま
運動公園
入口

車
で
約
25
分

至
高
湯
温
泉

車
で
約
30
分

至
土
湯
温
泉

至郡山至郡山
GS

サイクル
スポーツ広場

駐車場

南東北福島病院

福島市民家園

月

行
　事

年 中 行 事
１
月

２
月

３
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

12
月

『
小
正
月
』 

『
節
分
』

『
お
ひ
な
さ
ま
』 

『
男
の
節
句
』『
田
お
こ
し
』 

『
田
植
え
』 

『
む
け
の
朔
日（
つ
い
た
ち
）』 

『
た
な
ば
た
』 

『
盆
の
行
事
』

『
お
月
見
』 

『
子
ど
も
秋
祭
り
』 

『
稲
刈
り・脱
穀
』

『
収
穫
祭
』

『
正
月
迎
え
』 

300円
価格

（税込み）

●福島市内、郡山市内、会津若松市内の一部の書店で販売
詳しくは市ホームページ（総合トップ→各課のページ→文化課内「季刊
誌、創刊のお知らせ」）または文化課へお問い合わせください。
＜問＞文化課　☎024-525-3785

●県外発送
名前、住所、電話番号、商品名「板木」、必要冊数を以下の問い合わせ先ま
で電話またはメールでお知らせください。
※送料と振り込み手数料はお客さま負担となります。
＜県外発送に関する問い合わせ窓口＞ 福島県図書教材株式会社
☎024-522-3157   　024-522-3199   メール：futsuhin@fukukyohan.co.jp℻

写真①～⑤ 撮影：市民カメラマン
①・②　宍　戸　良　之 さん
③・④　中　山　真　波 さん
⑤ 　　佐久間　智　之 さん

た
か

お

い
ろ
り

か
や
ぶ

い 

ふ

く
ん
え
ん

ば
ん

ぎ

収穫祭では餅つきが行われ、振る舞われました

1年の収穫に感謝し「おつつ」を供える

防虫・防腐対策のため囲炉裏には火が入れられています

松飾りやしめ縄などを燃やし、正月に来た神様を送り出
す「どんど焼き」やミズキの枝に紅白のだんごを付けて五
穀豊穣（ごこくほうじょう）を祈る「だんごさし」を行います

各民家の門口の柱にやっかがし（イワシの頭を刺した
豆の枝とヒイラギ）を取り付けた後、豆まきや大豆の焦
げ方で一年の天気を占う豆占（まめうら）を行います

各民家にひな人形を飾り、菱形に切った紅白の餅を
供えて女の子の健やかな成長を祈ります

5月5日のこどもの日に田おこしをした田んぼに入って田
植えをします

青竹に七夕飾りをして各民家の軒先に立てます。飾り
の種類ごとに願いごとの意味があり、豊漁・豊作、長寿
などを祈ります

参加者と一緒に行事を体験し、喜びを分かち合います
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信夫山

三本木橋三本木橋

阿
武
隈
川

阿
武
隈
川

阿
武
隈
川

荒川

南矢野目南矢野目
鎌田鎌田

文知摺橋文知摺橋
小鳥の森

▲

宮
畑
遺
跡

宮
畑
遺
跡

競馬場競馬場

市役所市役所

福島飯坂IC福島飯坂IC

県庁県庁

JR
福島駅
JR
福島駅

卸町駅卸町駅

瀬上駅瀬上駅
至
保
原

至
保
原

至
相
馬

至
相
馬

東福島駅東福島駅

福島市
東部支所
福島市
東部支所

県立美術館県立美術館

岡島岡島

岡部岡部
東
北
新
幹
線

福島北警察署福島北警察署

4

13

114

115

月輪小
向鎌田

月の輪
大橋
月の輪
大橋

阿武隈川阿武隈川
福
島

工
業
団
地

福
島

工
業
団
地

福島保原線

宮畑遺跡宮畑遺跡

N

交通
手段

●東北自動車道福島飯坂ICから車で約15分。
●福島駅東口③番バス乗り場から月の輪行きに乗車。
向鎌田バス停下車。徒歩7分。

全国からお客さんが「じょーもぴあ宮
畑」に、そして福島市に集まってくる。
その一助になりたいという思いで活
動しています。
平成２７年には新たに体験学習施設
ができる予定です。そうなれば私た
ちの活動もますます活発にできるし、
夢や希望が広がります。
親子が楽しみながらこの公園を使っ
てもらって縄文時代に思いを馳せて
もらいたい。また若い人だけではなく
お年寄りまで、新たな刺激や興味を
持って生きがいを見つけるきっかけ
になる場所にしていきたいと思って
います。

じょーもぴあ・遺跡の案内人

若い人からお年寄りまでが
楽しめる施設に

会長　黒澤 宣昭 さん

じ
ょ
ー
も
ぴ
あ

    

宮
畑
ま
つ
り
開
催
！

◀掘立柱建物見学

土器焼き体験▲ 「縄リンピック」 弓矢的当て▲

北側多目的活用地区ではザイ
ルクライミング、子ども用の複
合遊具やターザンロープ、ブ
ランコで楽しく遊べます

露出展示室では発掘調査
で見つかった約3500年
前の本物の土器がそのま
まの状況で見学できます

直径60cmの柱を使っ
た掘立柱建物。
柱や建築材はクリを使
用しています

巨大な柱の跡

土屋根の竪穴住居の入口を
入ると縄文人の使った複式炉
も復元されています

ふくしきろ

勾玉づくり体験▲
まがたま

D 子ども用遊具

B 露出展示 A 掘立柱建物（復元）

C 竪穴住居（復元）

　
宮
畑
遺
跡
は
平
成
15
年
に
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た

縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
。
平
成
25
年
10
月
6
日
、
部
分

開
放
を
記
念
し
て
「
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
に
は
新
た
に
体
験
学
習
施
設
を
整
備
し
、
全
体

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
宮
畑
遺
跡
の
特
徴
は
、
広
場
を
囲
ん
で
掘
立
柱
建
物
と
埋
甕（
左

ペ
ー
ジ
上
参
照
）が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
掘
立
柱

建
物
の
中
に
は
全
国
で
も
最
大
級
の

直
径
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
柱

を
使
っ
た
建
物
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
土
屋
根

の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。 う

め
が
め

　広場を囲んで並んだ掘立柱建物の中には全国でも
最大級の直径90センチメートルの柱を使った建物も
存在します。掘立柱建物は、家や倉庫、あるいは祭祀
などに使われた特別な建物と考えられています。
　この建物の外側では、埋甕と呼ばれる子どものお
墓がたくさん見つかっています。縄文時代には今のよ
うに病院がなく、多くの子どもが大人になる前に死ん
だのではないかといわれています。

ほったてばしらたてもの

さいし

うめがめ

※見学したい方は事前に文化課に
　お問い合わせください

問／文化課　☎024-525-3785

▼写真の人が入っている所が直径90センチメートルの柱を埋めた穴

み　や は　た
宮畑遺跡史跡公園

部分開放開始

「ふくしまチャンネル」
（ユー・チューブ）

「じょーもぴあ 宮畑まつり」の動画は からご覧いただけます。 市ホームページ バナーを クリック

体験学習施設
（平成27年完成予定）

子ども用遊具D

竪穴住居（復元）C

B 露出展示

掘立柱建物（復元）A

A 掘立柱建物（復元）

NN
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民家園で行われた小正月の行事「だんご
さし」より。冬らしく雪が舞う中、訪れた子
どもたちは思い思いの大きさに仕上げた
紅白のだんごを、気持ちを込めて枝に挿
し飾りました。
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6 宮畑遺跡史跡公園 
じょーもぴあ宮畑 部分開放開始

特　集
福島市民家園巡り 8 インフォメーション

●宮畑ミステリー大賞
　　　　　　　開催決定!
●宮畑ミステリー大賞関連事業
　「宮畑公開講座」

じょーもぴあ宮畑まつり開催！

「だんごさし」

撮影地：民家園（平成25年1月14日）
撮影者コメント：

撮　影：佐久間  智之 さん
（平成25年度市民カメラマン）

表紙紹介

No.17 2014年 冬号

（フェイスブック）（ツイッター）（ユー・チューブ）

〒960−8601 福島市五老内町3−1
☎024−525−3710　　 024−536−9828
E-mail : kouhou@mail.city.fukushima.fukushima.jp

生きた文化に触れる
小さな冬の旅

宮畑公開講座
福島テルサ FTホール

岡村道雄さん （奥松島縄文村歴史資料館名誉館長）
岡田康博さん （青森県教育庁文化財保護課長）

宮畑ミステリー大賞テーマ！ 
～直径90cmの柱と47.82％の焼けた家～

●縄文人とその精神文化
●宮畑ミステリー大賞のテーマは
　　本当にミステリーなのか？　なぜミステリーなのか？
●全国の縄文ミステリー

2月2日（日）午後2～4時
入場
無料

（福島市上町4番25号）

◆ 対談者

◆ テーマ

◆ 内　容
日時

会場

宮畑縄文人が残した‘２つの謎’をテーマにした
小説・漫画を募集する「宮畑ミステリー大賞」を
平成26年4月から開始します。

募集作品

審査員（予定）

「宮畑遺跡の謎」に基づく小説および漫画
　・謎 その１：直径90㎝の巨大な柱（縄文時代晩期）
　・謎 その２：47.82％の焼かれた家（縄文時代中期）
ミステリー、ＳＦ、ファンタジー、ライトノベルなどジャンルは問いません。
【小説の文字数】400字詰原稿用紙 100枚（40,000字）以内、下限なし
【漫画の頁数】32頁以内

佐藤Ｂ作さん（俳優）
佐藤秀峰さん（漫画家）
清水克衛さん（書店「読書のすすめ」代表、本のソムリエ）

表彰
最優秀賞（1点） 賞金、縄文土器カップ、福島市特産物
優秀賞（2点） 縄文土器カップ、福島市特産物
特別賞（数点） 縄文土器カップ、福島市特産物

その他
受賞作品は、株式会社現代書林の協賛により、単行本で出版します。
※詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページ（総合トップ→
　募集内「宮畑ミステリー大賞開催決定！」）をご覧ください。

問／文化課　☎024-525-3785

開 催 決 定 ！

写真は復元された直径90セ
ンチメートルの柱を使った掘
立柱建物です。
1本の柱の重さは3トンを超
えます

屋根に載っていた土が火事で
赤い土となり家一面を埋めて
います

▲[謎 その1]  巨大な柱

◀[謎 その2]  焼かれた家

審査の基準は「おもしろさ」のみ！
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